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Doublepigtailureteralstentの 使 用 経 験
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EXPERIENCE WITH DOUBLE PIGTAIL URETERAL STENT 

        Hisao NAKAJIMA, Taketoshi SAKA, Shigeki  OHNISHI, 

               Shuji KATO and Hitoshi TANDA 
                    From Higashisapporo Sanjukai Hospital

   Double pigtail ureteral stent was inserted by endoscope in 12 cases and by operation in 10 cases. 

It was indwellt for 12 to 155 days without any trouble in 19 cases. Distal migration was experienced 

in 3 cases, but no severe side effects were experienced. The quality of life of the patient was improved 

since no external collection appliance was necessary. 

Key words: Double pigtail ureteral stent, Hydronephrosis

緒 言

従 来 尿 路 変 向 術 が 適応 とされ て いた 尿 管 狭 窄症 例,

あ る い る手 術 時 に 尿 管 ス プ リン トカ テ ー テル 留 置 が必

要 な症 例 に 対 し,doublepigtailuretcralstentを

挿 入 し,良 好 な 成績 を え た の で報 告 す る.

対 象 と 方 法

この 挿入 方 法 と して2つ が あ る.器 具 はpigtail

stentset② を 使用 した.

1)内 視 鏡 下 挿 入 法

水 腎症 症 例18例,22腎 に 試 み,こ の うち12例13腎 に

挿 入 しえた.挿 入 不 能 症 例 は6例,9腎 で,男 子2

例,女 子4例 で あ り,そ の原 疾 患 は 子 宮癌2例,胃 癌

1例,結 核1例,先 天 性 腎孟 尿 管 移 行 部 狭 窄1例,お

よび そ の術 後 狭 窄1例 で あ った.こ の うち 悪 性腫 瘍 の

3例 は つ づ い て経 皮 腎痩 術 を お こな った.ま た この と

き1例 に 経 皮 的doublepigtailstent挿 入 を試 み たが,

尿 管 狭 窄部 をguidewireが 通 過 せ ず,失 敗 に終 った.

結 核 に よる 尿管 狭 窄 の 症 例 で は,手 術 的 にdoublc

pigtailstentを 挿入 した.内 視 鏡 下 に 挿 入 しえ た の は

男 子3例,女 子9例 の計12例 で,そ の原 疾 患 はTable

Iに 示 した.悪 性 腫 瘍 は 子 宮 癌3例,胃 癌2例 で あ っ

た.年 齢 は23歳 か ら67歳,平 均53歳 で あ った.挿 入 法

は,通 常 の 方 法 に よ った。 詳 細 は 他 誌 にゆ ず る旦・2).

2)手 術 時挿 入 法

手術 時 に長 期 の尿 管 ス プ リン トカテ ー テ ル留 置 が 望

ま しい症 例に 対 し,doublepigtailstent挿 入 を お こ

な った.男 子5例,女 子5例 の 計10例 で,そ の手 術 術

式 はTable1に 示 した.28歳 か ら7ユ歳 ま で で,平 均 年

齢 は43歳 で あ った.手 術 時 挿 入 法 で は,用 い るstent

の長 さは 術前 に,IVPな どで 検討 して お き,手 術 中

に 膀 胱 鏡 を お こな い,膀 胱 内 のstentの 位 置 と長 さ

TableLDoublepigtailstent使 用 症 例

1.内 視鏡下挿入法12例

悪性腫瘍の後腹膜転移

先天性腎孟尿管移行部狭窄

尿管狭窄(原因不明)

特発性腎出血による凝血閉塞

腎孟形成術後狭窄

両側腎孟結石

1.手 術時挿入法10例

腎孟尿管移行部狭窄形成術

術後尿管狭窄形成術

腎孟尿管多発結石切石術

膀胱腫瘍膀胱部分切除術

結核性尿管狭窄形成術

尿管腫瘍尿管部分切除術

5例

2例

2例

1例

1例

1例

2例

3例

2例

1例

1例

1例
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とを 確 認 して,余 剰 のstcntを 腎孟 の方 向に 挿 入 し

な お した3).

結 果

1)内 視 鏡 下 挿 入 法

留 置期 間 は 最 短3日,最 長140日 で平 均47[で あ っ

た.挿 入不 能症 例 の うちdoublepigtailstent挿 入

時,尿 管 を 穿 通 した症 例 が1例 あ ったが,こ れ は そ の

後 発 熱 な ど も無 く,3日 後 のDIPに て 著 変 は見 られ

なか った.こ れは 子 宮癌 の 症例 で そ の後 経 皮 的 腎痩

を留 置 した.内 視 鏡 下 に 挿入 しえ た12例 の うち,悪 性

腫 瘍 の 後腹 膜 転 移 の5例 で は,1例 に 挿入 後9日 目に

doublcPigtailstentの 下 方 偏 位 に よる 自然 抜 去 が

見 られ,経 皮 腎腰 術 を したが,残 りの4例 では 尿 流 の

確 保 は 良 好 で,水 腎 お よび高 尿 素 窒 素血 症 は著 明 に 改

善 し,い ずれ も原 疾患 の 治療 のた め 他科 へ 転 院 とな っ

た.そ の ほか の良 性疾 患 と しては,凝 血 に よる閉 塞 の

1例 で,doublepigtailstcnt抜 去 後 も水 腎 の消 失 が

見 られ,ま た3例 で はstent挿 入 後 に水 腎 の消 失 な

い し軽 快 が 見 られ,残 りの3例 で は,水 腎 は 不変 で あ

ったが 増 悪 は 見 られ て いな い.doublepigtailstent

が 下 方 へ 偏 位 し,抜 去 せ ざ るを え なか った ものが3例

あ った が,そ の ほか 重 篤 な 合併 症 は見 られ なか った.

ま たdoublepigtailstentに よる と思 わ れ る顕 微 鏡 的

血 尿,尿 路 感 染が そ れ ぞ れ1例 見 られ た が,対 症 的 療

法 で軽 快 し た.1例 に 膀胱 刺 激症 状 を見 たが,こ れ は

doublepigtailstentの 膀胱 内 の部 分 が 長 い ため で

短 いstcntを 使 用 す る こ とに よ り軽快 した.

2)手 術 時 挿 入 法

留 置 期 間 は 最 短26日,最 長155日 で平 均85日 で あ っ

た.一 時 的 な 尿 漏れ が2例 に 見 られ たが,尿 管 ス プ リ

ン トカ テ ー テル と して 良 好 な成 績 で あ り,double

pigtailstent抜 去 後 も水 腎 は 軽 快 し て い る.double

pigtailstentに よ る と思 わ れ る顕 微 鏡 的 血 尿,膿 尿,

膀 胱 刺 激 症 状 が そ れ ぞ れ1例 に 見 られ た が,対 症 的療

法 に よ り軽 快 した.

つ ぎに 代 表 的 症例 を供 覧 す る.

症 例1:61歳 女性,子 宮 頸 癌 に て1980年9月,子 宮

全 摘 術 施 行.こ の と き リ ンパ節 転 移 が 認 め られ た.術

後 放 射 線療 法施 行.1983年7月 無 尿 と な り当 院 入 院.

Furosemideに 反応 せ ず,DIPに て 両 腎 と も水 腎 の

状 態 で,排 泄 低 下 が認 め られ る.BUN53mg/dl,ク

レァ チ ニ ン7.8mg/dlで,doublepigtailstentを

両 側 へ 挿 入.当 日6,400mlのpost-obstructive

diuresisが 見 られ,3日 目にBUN19mg/dl,ク レ

ア チ ニ ン1.5mg/dlと な り,DIPで も水 腎,排 泄 と

もに著 明に 改 善 して い る(Fig.1).

症 例2162歳 男性.乏 尿,四 肢 の 浮 腫 に て 受 診.

DIPに て 左 水 腎症,右 腎排 泄 低 下,BUN42mg!d1 ,

ク レア チ ニ ン2.5mg/dL左RPに てL3か らL,
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Fig.1.doublcpigtailstcnt挿 入 後7日 目 の

DIP像(症 例1)

Fig.2.DIP像(症 例2)
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doublepigtailstent挿 入 後2日 目の

DIP際(症 例2)
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Fig.4.doublepigtailstent抜 去 後8ヵ 月 目

のDIP像(症 例2)
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Fig。5.DIP像(症 例3)

の 尿管 に 屈 曲 と 狭 窄 が 見 ら れ る.doublepigtail

stentを 左 側 へ 挿 入 。7日 後 のBUN,ク レア チ ニ ン

正 常.4ヵ 月 後 抜 去.抜 去 後8ヵ 月 のDIPに て 左

水 腎は 消 失 して い る(Fig,2～4).

症 例3:30歳 女 性,右 尿 管 乳頭 腫 に て,腫 瘍 切 除,

尿 管端 々 吻合 施 行.術 後1ヵ 月 のDIPに て右 腎 の

Fig.6.doublcpigtailstcnt挿 入 後1ヵ 月 目

のDIP像(症 例3)

排 泄消 失.内 視 鏡 下 挿 入 法 に て尿 管 狭 窄 部 をdouble

pigtailstentが 通過 せ ず,手 術 的 に挿 入 す る.3カ

月 後doublepigtailstent抜 去.doublepigtail

stent抜 去 後6ヵ 月 のDIPに て右 水 腎 は消 失 して い

る(Fig,5,6).
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u「eteralstentの 留 置 は,尿 管 閉 塞 症 例 に お い て,

そ の 閉 塞 部 をby-passし て 尿 流 を保 つ た め に用 い ら

れ て い る.こ の尿 管 閉 塞は,さ ま ざ まの悪 性 疾患 結

石,先 天 性 閉 塞,炎 症,fibrosisな どに よ る もの で,

と くに悪 性 疾 患 に お い ては,以 前 は 尿路 変 向 の適 応 と

な って い た症 例 が,そ のriskの 高 さ,ま た 生 活 の便

利 さゆ えに もっ と も良 い適 応 とな るイ).わ 液 わ れ の 経

験 で も5例 中4例 で 良 好 な尿 流 が 確 保 され,す み や か

に 原疾 患 の 治療 のた め に他 科 へ 転 院 が 可能 とな って い

る.ま た症 例2の 原 因 不 明 の尿 管 狭 窄 に よる水 腎 症 で

高 尿 素 窒 素 血 症 で は,4ヵ 月 間 のureteralstent留

置 のみ で,ureteralstent抜 去 後 も水 腎症,高 尿 素 窒

素 血 症 は 消失 して い る.尿 管 狭窄 を 尿 管 カテ ー テ ル留

置の み に て 治癒 せ しめ た とい う報 告5)も あ り,こ の方

法 は 一 部 の 尿 管 狭窄 例 に 対 し根 治 的 治 療 法 とな りうる

と考 え られ る.ま た そ のほ かにureteralstentは 膀 胱,

尿 管,腎 孟 の 手術 時 に お い て,長 期 の 尿 管 ス プ リ ン ト

カ テ ー テル 留 置が 望 ま しい場 合 に 適 応 とな る6).わ れ

わ れ も逆 流 防止 術,腎 孟形 成 術,尿 管 形成 術 な どに 使

用 し,留 置期 間 中 の患 老 の活 動 に 制 限 は な く,外 来 加

療 も可 能 で あ った.

問 題 点 と して は,stentの 上 方,下 方 へ のmigra-

tion,infection,晶 質 付 着に よ るstentの つ ま り,膀

胱 刺 激 症 状,腎 部 痛,stent挿 入 時 の 尿管 外 傷 が 報 告

され て い る7).わ れ われ もこれ らのcomplicationを

若 干経 験 した が,と くに 重 篤 なcomplicationは 見

られ なか った.complicationと して 一 番 多 か った の

は尿 管 の下 方 へ のm量grationで,経 皮的 腎痩 な どの

ほか の 方 法 を とら ざ るを え なか った 症 例 もあ った,ま

た1例 に,stent挿 入 時 尿 管 を 穿通 した 症 例 が あ り,

と くに 悪 性 疾患 に よる尿 管 狭 窄,水 腎 症 で は 尿管 が 脆

くな っ てお り,挿 入 時 充 分 な 注意 が 必 要 と考 え られ た,

この よ うな 症 例 で はJ型guidewireを あ らか じめ

挿入 してお き,こ れ を通 してdoublcp三gtailstcllt

を挿 入 す る こ とが望 ま し く,そ れ 以 後 は この方 法 に よ

って い る.

結 語

例,手 術時挿入法に より10例経験した.こ の方法は腎

模,尿 管皮膚壊に比 して手術侵襲も小さく,と くに悪

性疾患による水腎症のように全身状態などを含めて,

riskの 高 い症例に対しては,経 皮腎繧術とともに試

みられるべき方法である.そ のうえ,カ テーテルが体

外へ出ないため生活の質の向上が得 られるという利点

がある.ま た手術時において,長 期の尿管 カテーテル

留置が必要な場合,留 置中の活動が制限されず,苦 痛

が少な く,良 い方法と考えられる.

complicationは と くに重篤なものは見 られなかっ

た.

本稿の要旨は第269同 日本泌尿器科学会北海道 地方会にお

いて発表 した.
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